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はじめに 

 慶応 4 年（1867，明治元年）鳥羽・伏見で旧幕府軍と薩長の官軍が武力衝突する「戊辰

戦争」が始まり，時代は明治に代わるという日本史の大動乱の最中，御蔵島に再び大きな

「海難」が降りかかることとなる． 
 最初の「海難」とは，文久 3 年（1863）の「米国船バイキング号漂着事件」である．こ

れは開国直後の江戸末期に，苦難しながらも 480 名の異国人を救助したという一件である．

この漂着事件の全容解明は，昭和 30 年代にたまたま御蔵島を訪れた高橋基生先生(植物学

者・東京大学)が丹念に調査し著書も表し，世間に知らしめたのが始まりである．この事件

に関わった島の旧家には当時の様子を表した記録日記（「西洋黒船漂難一件記」栗本市郎左

衛門著）も残されていた．船の錨なども海中より引き上げられ，高橋先生の尽力により日米

双方に記念碑もつくられるという事業にまで発展した．その後，高等学校の教科書に掲載

されたり，公立学校の道徳資料集に取り上げられたり，関連の書物も出版されたりしてい

る． 
 一方，この事件よりわずか５年後の慶応 4 年（明治元年）に御蔵島に降りかかった第二

の「海難」は「ロシア船ディアナ号漂着事件」である．この時は 12 名の異国人の漂着（生

存者は 9 名）であり，バイキング号の時と比べると規模も極小さく，資料なども少ない．

さらに最初が米国船であり，次がロシア船ということで，日本人の感覚からすると後者（ロ

シア）の方は関心が薄いようであり，御蔵島の人にとってもほとんど忘れ去られているの

が現状ではなかろうか．遺跡としてはわずかに墓所の隅に墓石が残るのみであり，その存

在すら知る人は少ないようだ． 
 そこで，この事件を現在自分の分かる範囲で記録としてまとめておけば，後世の御蔵島

の歴史研究の一つの材料になるのではと考えた．またこの事件について，何かしらご存知

の方や資料などお持ちの方がおりましたらぜひご教示いただき，より正確なものを遺して

いきたいと思う． 
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米国船の次は露西亜船，再び異国人の救助  

 御蔵島では何時の時代も，国が混乱状態であっても海に生きる民俗として同胞人はもち

ろん，どんな人種であろうとともかく遭難した者を救助することに全力を尽くしてきた伝

統がある（これはほかの伊豆の島々でも同様であろう）． 
慶応 4 年 2 月 15 日，ロシア船ディアナ号が御蔵島沿岸で激しい風波により漂着沈没し

た．艀（救命ボート）2艘で脱出したが 1艘は行方不明となり，もう 1艘の乗組員 12 名は

島の「松ケ下」あたりの海岸にたどり着く．そのうち 9 名は救出されたが 3 名は溺死して

しまったという事件である．死亡者の 1 名はロシア人で松ケ下沖にて誤って海に落ち，あ

と 2 名は日本人で長崎の商人・六野屋種次郎，松尾屋鎮三郎という者であり，3 名は入金海

岸に埋葬されたということだが，現在は村の墓地（神の尾）の片隅に墓石がある（図 1）． 
 

 
 
生き残った 9 名の内訳は，中国人 4 人，アメリカ人 1 人，黒人 3 人，日本人 1 人である．

ロシア人が含まれておらず，行方不明となったもう 1艘がロシア人だったのかも知れない．

日本人は名前を山田屋久兵衛といい，和泉国岸和田の商人の手代であった．久兵衛は江戸

での商用を終え，ロシア人の斡旋により神奈川奉行の許可を得て乗船していたという事で

ある (この時代日本人が異国船に乗ることは一般的に許可されていない) ． 
村の人々は黒人が混ざっていることを知り，珍しがってわざわざ見に行った，というこ

とを聞いたという古老からの聞き取りも残っている．ロシア船ディアナ号漂着事件の救助・

対応の当時の資料は御蔵島村役場に残る「御用留類」と昭和 50 年代の学校の児童による古

老（知識人）への聞き取り資料「御蔵島子ども風土記」及び「御蔵島島史」で紹介されてい

る．ともあれ直近のバイキング号漂着事件時の御蔵島の対応を振り返ると，当然この時も

島民の懸命の救助と思いやりのもてなしで対応し，乗り切ったことが推測される． 
 

図 1．ハカショにある墓石 
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ロシア船漂着への対応 
 バイキング号漂着事件の時と同様，今度もいち早く地役人（この時は広瀬弥惣兵衛）がロ

シア船漂着を注進するために横浜に向かう．前回のバイキング号の件では韮山代官所の対

応が遅かったことに懲りてか，今回は直接横浜の神奈川奉行所に行ったようである．弥惣

兵衛は横浜で蒸気船を雇い島にいる異国人たちを迎えに行こうとしたが，途中で海が荒れ

て断念した．その間，孤島で食うや食わずの生活を強いられている島民にとって長期わた

る 9 名の遭難者の保護は物理的に大きな負担であり，異国人にとっても見ず知らずの離島

での遭難者生活は相当苦痛であったであろうと推測される．内地よりなかなか連絡の来な

い島の方ではしびれを切らして，バイキング号漂着事件で尽力した栗本市郎左衛門（この

時は年寄役）を第二の使者にして廻船を雇い遭難者 9 名を連れて内地に向かわせた（３月

になってからからだと推測される）．浦賀に着いたものの，またもや風向きが悪くなり，横

浜にたどり着くことができないので，陸から横浜に向かった．横浜には４月に入ってよう

やくたどり着いている．横浜では先発の弥惣兵衛が待っていて，弁天通りの丸岡屋幸次郎

という者の宿屋に遭難者（異国人）を一緒に宿泊させ面倒をみながら，対外交渉をおこなっ

ていた．ところが神奈川奉行所から異国人引き取り方について依然として何の指令も沙汰

も出ず滞在が長引き，さらに経費が嵩んでいった．市郎左衛門は 4 月 26 日に横浜裁判所

（幕府が倒壊して神奈川奉行所は横浜裁判所に改称）に，この事件の諸経費として金 166
両支給の願書を提出している．また宿となっている丸岡屋幸次郎方からも裁判所に宿の未

払いの件について願書も出ている．漂着より 2 か月に及ぶ遭難者にかかる経費と内地で要

する費用，傭船代等，島にとって負担の大きいものであったことは間違いない．この後の足

取りはよくわからない．また幕末から明治維新の歴史の大動乱の最中で，この件で政府が

御蔵島にどれほどの補償をしてくれたかは定かでないが，記録が全くないことから，おそ

らく何もしてくれていないものと思われる． 
 
語り継ぐために  
 米国船バイキング号漂着事件は前述のとおり高橋先生により日の目を見て立派な記念碑

も日米両国にあり，船のキャプスタンや海より引き上げられた錨も稲根神社境内に展示さ

れ，郷土資料館にも関係資料が展示されている． 
一方，ロシア船ディアナ号漂着事件の方は規模も小さく資料も乏しく，現在知る人もほ

とんどいないという状況である．しかし規模や人数の多少に関わらず江戸時代の日本で，

それも絶海の孤島の住民たちが外国船の遭難者を相次いで救助したという事実はもっと知

られてしかるべきであろう． 
 ロシア船ディアナ号に関して，本船の物と思われる錨が漂着した沿岸の海中に存在する

という情報があったようだが定かではない．もしそうであるならばイルカウオッチングな

どの時に海中に錨らしきものを見つけたら教育委員会や観光協会にでも情報を寄せていた
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だきたいものである．墓石の他に錨の存在が分かれば，実際のロシア船の漂着事件を後世

に伝えていく手掛かりとなろう． 
 いずれにしても幕末維新の混乱期に相次いで起きた大国アメリカ・ロシア船の漂着，救

助という国際事件に関して極小離島・御蔵島の人たちは島人らしい人道と博愛の精神で体

を張って「異文化交流」を成し遂げたといえまいか． 
私たちは御蔵島の先人が残してくれたこれらの偉業や史実を，島に生きる若い世代はも

ちろん島を訪れる人たちに誇りをもって語り継いでいくことが課題であると考える．                      
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